　　　　　　　　グループ研究　発表レジメ

　　　　　　　　　　　　テーマ：「地中熱の利用」　　　　　　　　　2013年10月18日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境科　地球温暖化Ｇ　野村誠七

１．テーマを選んだ理由
　　
２．「地中熱」とは。　
地熱との違い、過去の地中熱利用例について。
３．地中熱利用のメリット、デメリット
　　　・いつでもどこでも安定して利用でき、省エネによるCO2排出量削減ができるほか。
　　　・設置費用が高い。
４．地中熱の利用法

　　　暖冷房・給湯、道路の融雪ほか。
５．地中熱の利用形態
　　　パッシブ法：空気循環、熱伝導ほか。
　　　アクティブ法：ヒートポンプを使用する。オープンループ方式とクローズドループ方式がある。
６．ヒートポンプについて　　
　代替フロン類などを用いて低温部分から高温部分に熱を移動させる技術で、エアコン、冷蔵庫、エコキュートなどで使用されている。　

７．世界及び日本における地中熱の利用状況

　　　アメリカでは日本の２７０倍も利用されている。日本では最近利用が伸びてきているが、北日本での設置が多く、暖房用燃料費の節約が大きいことが理由。
８．ヒートポンプシステムの省エネ効果（従来システムと比べ）
　　　弘前市の公共施設の例では４６％、都心のオフィスビルの空調の例では４９％の省エネ。
９．日本での地中熱利用の例

　　　東京スカイツリー、一般住宅ほか
１０．初期コストの削減方法
　　　　用地が広い場合、熱交換パイプを平面に。地下水利用可能な場合、オープンループ方式に。
１１．日本の補助金制度

　　資源エネルギー庁や国土交通省、環境省などの国や地方自治体でいくつもあり、複雑。
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